
　

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
半
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。
運
動
会
に
文

化
祭
、
大
き
な
行
事
の
多
く
が
終

わ
っ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

広
報
紙
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
み
な
さ
ま
、「
わ
が
子
の
通
っ
て

い
る
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
っ
て
、
執

行
部
が
な
に
を
し
て
い
る
か
な
ん

て
知
ら
な
い
の
に
、
郡
Ｐ
、
市
Ｐ
、

県
Ｐ
、
日
Ｐ
っ
て
、
い
っ
た
い
だ

れ
が
、
な
に
を
す
る
と
こ

ろ
？
？
？
」
と
い
う
方
が
大
半
か

と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
け
れ
ど
、
ご
存

知
な
く
て
も
、
知
ら
な
い
う
ち
に

そ
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い
る
、
そ

ん
な
存
在
に
な
る
べ
く
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

通
知
表
を
も
っ
て
帰
れ
ば
、
子

ど
も
の
成
績
が
気
に
な
る
。
個
人

懇
談
が
あ
れ
ば
、
学
校
で
の
様
子

が
気
に
な
る
。
参
観
日
は
行
き
た

い
け
ど
、
そ
の
あ
と
の
話
し
合
い

は
ち
ょ
っ
と
め
ん
ど
う
。
学
校
の

行
事
よ
り
家
族
や
気
の
合
う
仲
間

と
過
ご
し
た
い
。
ご
も
っ
と
も
で

す
。
で
も
、
授
業
参
観
の
後
も
う

少
し
残
れ
ば
…
、
学
校
の
行
事
に

参
加
す
れ
ば
…
、
ふ
だ
ん
家
族
の

前
で
は
見
せ
な
い
わ
が
子
の
情
報
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を
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、

ほ
か
の
保
護
者
か
ら
知
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
だ
っ
て
、
持
ち

帰
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切

な
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
る
活
動
、
そ
れ
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、仲
良
し
グ
ル
ー

プ
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生

方
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
職
業
の
、

い
ろ
ん
な
経
験
を
も
つ
、
い
ろ
い

ろ
と
考
え
方
の
ち
が
う
大
人
の
集

ま
り
で
す
。
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、

意
見
が
対
立
す
る
こ
と
も
、
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
目
指
す
と

こ
ろ
が
同
じ
な
ら
、
い
き
方
は
多

様
な
方
が
お
も
し
ろ
い
は
ず
。「
す

べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

と
い
う
一
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
異

な
る
意
見
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち

位
置
を
尊
重
し
な
が
ら
、
進
ん
で

い
ま
す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
役
員
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
か

な
か
見
え
な
い
で
す
が
、
会
員
で

あ
る
み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の

思
い
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
一
人

の
子
ど
も
に
表
れ
た
問
題
を
、
教

育
全
体
の
課
題
と
と
ら
え
、
み
ん

な
が
楽
し
く
、
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
を
整
備
し
て
い
け
る
よ
う
、

毎
年
、
鳥
取
県
、
そ
し
て
鳥
取
県

教
育
委
員
会
に
要
望
書
を
提
出
し

た
り
、
教
育
委
員
会
の
み
な
さ
ん

と
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た
り
、

と
き
に
は
県
だ
け
で
な
く
、
日
本

全
体
の
教
育
課
題
と
思
わ
れ
る
こ

と
は
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
連

携
を
と
り
、
提
言
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
親

の
願
い
は
願
い
と
し
て
大
切
に
し

な
が
ら
、
そ
の
思
い
を
押
し
つ
け

な
い
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
思

い
を
知
ろ
う
と
、
少
し
名
前
は
壮

大
で
す
が
「
こ
ど
も
の　

こ
ど
も

に
よ
る　

こ
ど
も
の
た
め
の　

こ

ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
リ
ス
ク
回
避
と
リ
ス
ク
管

理
は
ち
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、「
転
ば
ぬ

先
の
杖
」
が
、
転
ん
だ
こ
と
の
な

い
子
の
増
産
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
、
想
像
、
空
想
だ
け
の
「
リ

ス
ク
」
を
増
大
さ
せ
な
い
工
夫
も

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
失
敗
し
な
い
よ
う

に
、
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
、
つ
い

つ
い
先
回
り
し
て
し
ま
う
の
が
私
た

ち
保
護
者
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
思

い
ど
お
り
に
育
っ
て
く
れ
な
い
と
、

つ
い
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
の

が
私
た
ち
保
護
者
で
す
。
で
も
、
子

ど
も
は
保
護
者
の
所
有
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
一
人
ひ
と

り
の
人
生
を
思
い
っ
き
り
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る

の
で
は
な
く
、
陰
に
な
り
、
日
向
に

な
り
、
一
緒
に
支
え
る
活
動
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
今
度
の
参
観
日
、
授

業
が
終
わ
っ
て
も
、少
し
だ
け
残
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
各
学
校
の
役

員
だ
け
で
な
く
、
郡
Ｐ
、
市
Ｐ
、

県
Ｐ
の
役
員
に
も
声
を
か
け
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。「
な
ん
で
も
す

ぐ
に
解
決
し
ま
す
」
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
し
っ
か
り
話
を
聴
き
、

じ
っ
く
り
一
緒
に
考
え
ま
す
。

「ぼくを生んでくれて　ありがとう。」と言ってくれた息子へ　母は心から感謝。「生まれてきてくれて　ありがとう。」　（女性）
休みの日　お風呂からもれる　楽しげな声に　思わず私も笑みがこぼれる　（女性）
我が家の宝は地域の宝　深い絆でしっかり守る　見守り隊　（女性）
娘の髪を　結んで感じる　親子のきずな　（男性）
目に見えないけど　心の中にいつも感じる　家族の笑顔とあたたかさ　（男性）

2019 年も５～６月に三行詩コンクールの募集を行います。奮ってご応募ください。お待ちしております。2019 年も５～６月に三行詩コンクールの募集を行います。奮ってご応募ください。お待ちしております。

すごいね、えらいね、ありがとう。
　  おかあさんのことばは　まほうのことば。
　　      もっと、もーーーーっと　がんばりたくなる。

すごいね、えらいね、ありがとう。
　  おかあさんのことばは　まほうのことば。
　　      もっと、もーーーーっと　がんばりたくなる。

すごいね、えらいね、ありがとう。
　  おかあさんのことばは　まほうのことば。
　　      もっと、もーーーーっと　がんばりたくなる。

すごいね、えらいね、ありがとう。
　  おかあさんのことばは　まほうのことば。
　　      もっと、もーーーーっと　がんばりたくなる。

（鳥取市立瑞穂小学校　１年　渡辺陽春さんの作品）
「楽しい子育て全国キャンペーン　三行詩コンクール」に多くの作品を応募いただきありがとうございました。
鳥取県ＰＴＡ協議会からは、上記の作品が佳作として受賞されました。おめでとうございます。受賞にはなり
ませんでしたが家族の絆が感じられる作品がたくさんありましたので、一部をご紹介します。みなさんも、口
に出すのは照れくさい家族への思いを、三行詩にしたためてみてはいかがでしょうか。

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

一
般
の
部

どんなときも　大切にしよう　世界に一つしかない命だから　（小６ 男子）
ごめんねとありがとう　すなおに言えれば　家族円満　（小５ 女子）
ぼくのうちでは　みんなそろってから　いただきます。　（小１ 男子）
いいことが、きっとありそう　わがやのルール　はやね、はやおき、えがおであいさつ。　（小１ 女子）

喜怒哀楽　共に味わう　愛のシグナル　（中３ 女子）
簡単に「死ぬ」ことなんか考えないで。　
　　よく考えてごらん。　あなたの周りには幸せを願っている人がたくさんいるから。　（中２ 女子）
幸せな家庭に産まれて　大好きな人に出会えた奇跡　現在（いま）が宝物　ありがとう。　（中２ 女子）
いやな事があっても「おかえり」と笑顔で　迎えてくれる家族がいる　（中３ 女子）

鳥
取
県
P
T
A
協
議
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会
長

福
壽　

み
ど
り 

ふ
く
じ
ゅ

県
Ｐ
っ
て
、

　

な
に
を
し
て
い
る
の
？

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
み
ん
な
の
活
動

子
ど
も
の
成
長
を

　
　
　
　

支
え
る
た
め
に

。るる。る。る。

。
り
口

日本PTA全国協議会三行詩コンクール　佳作受賞！！ おめでとうございます！！日本PTA全国協議会三行詩コンクール　佳作受賞！！ おめでとうございます！！

～背中で顔で、大人の本気見せましょう！～

受け止めよう子どもたちを
　　　　　　応えよう子どもたちに
受け止めよう子どもたちを
　　　　　　応えよう子どもたちに
受け止めよう子どもたちを
　　　　　　応えよう子どもたちに

鳥取県ＰＴＡ協議会　平成30年度活動スローガン

わたなべ あ き は



（2）県PTA広報とっとり平成30年11月30日発行

　鳥取県ＰＴＡ協議会では、鳥取県教育委員会にご協力いただき、毎年「教育懇談会」を行っています。
鳥取県教育委員会より、各種教育計画や事業について説明していただくとともに、子どもたちを取り巻
く教育環境問題について意見交換を行い、ＰＴＡと行政がどのように連携してくかを話し合います。今
年度は「メディア」「部活動」「英語教育」のテーマのグループ討議の後、全体会を行いました。

●電子メデイア（スマホ、ネット機器など）
の過剰な利用、それにともなう学力低
下、体調不良などが懸念される。

●電子メディアを通じたトラブル、いじめな
どが心配。

●家庭内で利用についてルールを決める
ことが必要。

●子ども自身が自分でルールを作り自分
で守れるように、家族（大人）の理解や
協力が求められている。

鳥取県教育委員会
山本仁志教育長
　「全国的に子どもの命が奪われる事件や
災害が発生しています。今年の夏は熱中症
の被害もありました。登下校時の安全確保
や、子どもたちが安心安全に生活できるよ
うに課題を解決していくことが必要です。
教育行政と地域社会がより協力・連携する
とともに、子どもたちが自分の命を自分で
守ることができるような教育へつなげてい
きたいと思います。」

鳥取県教育委員会
音田正顕小中学校課長
　「学校現場の変化への対応につ
いて、先生方も取り組んでいます。
保護者の皆さんのバックアップを
お願いします。自分の子もよその
子も大切、という目線を持てる大
人が増えると良いと思います。子
どもが学校を卒業しても、引き続
き地域の大人として学校に関わっ
てください。」

参加者の感想
「他の保護者の意見を聞く
ことができ、大変参考に
なった。」
「鳥取県として、子どもた
ちのことを考えた様々な
取り組みをしていること
が良くわかった。」
「様々な問題について、保
護者が正しい知識を身に
つけることが大切だと感
じた。」

●部活動により、体力づくりや仲間づくり、
困難に向かいあきらめない気持ち、感謝
の心など、様々な効果が期待できる。

●子どもには、好きな種目を楽しんでほし
いが、少子化や指導者不足により、希望
どおりにいかない場合がある。

●一方で過度の練習や試合の増加などの
心配もある。

●部活動については様々な考え方がある
が、保護者、学校、行政が役割分担を行な
えるような取り組みが求められる。

●観光（インバウンド）や海外との仕事な
ど、今後英語が必要とされる場面は増え
てくる。

●語学という狭い範囲ではなく、コミュニ
ケーションの多様性、異文化理解を身に
つけるために外国語教育は必要。

●小学校からの英語教育が、高校までの基
礎力と継続性の元になる。

●英語専科教員やALT（外国語指導助手）
が不足しており、対策が求められる。

　鳥取県ＰＴＡ協議会では、鳥取県内の小中学生が健やかに学び成長できるよう、保
護者の視点から鳥取県・鳥取県教育委員会への要望書を提出しています。平成29年に
提出した要望書の内容と、鳥取県・鳥取県教育委員会からの回答を掲載します。
　わたしたちは、鳥取の子どもたちが明るく希望を持って未来へ進めるよう、今後も
鳥取県・鳥取県教育委員会といっそうの連携を図ります。

1.一人ひとりの子どもと向き合う教育体制の継続について
　鳥取県では少人数学級が実現されています。今後も先生が一人ひとり
の児童生徒と向き合うことができるよう少人数学級を継続してほしいで
す。
　また、環境の多様化、外国語教育や道徳の教科化などに対応できるよ
うな先生の増配員をお願いします。

○少人数学級におけるきめ細かな指導による成果を国に対して伝え、今年
度（H29）も夏及び冬に少人数学級の拡充を国に対して要望しています。
引き続き、教職員定数の改善を国に対して要望していきます。
○新たな教育課題に対応するとともに、教員が子どもとじっくり向き合う時
間の充実のために、加配教員の充実を国に対して要望しています。
○教員の事務負担軽減のため、平成30年度から文部科学省が開始する地
域人材をスクール・サポート・スタッフとして配置する制度を活用し、本県
でも配置を推進していく予定です。

2.すべての子どもが安心して学べる環境づくりについて
　子ども一人ひとりのさまざまな特性が、偏見やいじめにつながることが
ないようお願いします。
　学校生活を通じた「いじめ防止」への取り組みと、早期発見、適切な解
決、心のケアの充実をお願いします。
　すべての子どもにとって学校が安心な居場所となるよう、多様性を受け
入れ、互いを尊重する教育や設備整備を行っていただきたいです。

○「鳥取県いじめの防止等のための基本的な方針」の改定を受けて、各学校に
対しても学校方針の見直しを周知し、取組の充実を図ります。
○スクールカウンセラーの学校配置やいじめ110番相談窓口の設置を継続し、
心のケアを充実していきます。
○特別支援教育については、現在の取組の充実を図るとともに、学校間及び教
職員間の差がないように取組を継続し、理解啓発に努めます。
○加配教員、非常勤講師等の配置については、各学校の希望を踏まえて、 実態
に即した配置となるよう今後も努めます。
○小中学校の施設整備については、各市町村が行っており、段差をなく すス
ロープの設置に利用できる国庫補助制度等の情報提供を行うな ど、市町村
の支援を行います。

3.ICT（情報通信技術）の適正活用とプログラミング教育への対応について
　子どもたちがネットトラブルに巻きこまれず情報活用ができるよ
う、情報リテラシー教育を推進してほしいです。
　先生が児童生徒と向き合う時間の確保や、子どもたちが興味を
持って学習できるよう、教育現場でのICT推進をお願いします。
　また、学校でのプログラミング教育では、論理的思考による問題解
決能力が身につくような、鳥取県ならではの特色ある教育を期待して
います。

○平成28年度から実施している「情報モラル教育推進事業」の成果を発
信し、小中9年間を見通した年間指導計画を普及させるとともに情報活
用能力の育成に努めます。
○「電子メディアとの付き合い方学習ノート」の作成・配布、情報教育サポー
ターの派遣や教職員を対象とした情報モラル教育に関する研修を行う
ことにより、情報モラル教育の充実を図ります。
○平成32年度からのプログラミング教育の実施に向けて、適切なカリ
キュラム編成等ができるように周知していきます。また、鳥取県ICT活用
教育推進コンソーシアムと連携し、外部講師を活用した研修会を実施し
て、教員の指導力向上を図るとともにプログラミング教育の充実を図り
ます。

4.災害時の対応の見直しについて
　平成28年の鳥取県中部地震発生時の対応と課題を県内全域で共有
し、市町村および各学校との連携して学校防災マニュアルの点検をお
願いします。 
　子どもたちの避難および保護者への引き渡しについては、各学校が
同様の判断と対応により安全・確実に行われるよう、手順の改善と県内
統一の検討をお願いします。

○各学校の防災マニュアルは、各地域の実態に応じたものが基本となる 
ため、県内統一したものとはなりませんが、中部地震での問題点を整 
理し策定した「学校防災マニュアル(地震・津波災害)」 の活用と、経験、
教訓等を県内で共有できるよう今後も研修会等で周知していきます。
○避難及び保護者への引き渡し等の対応についても、各学校のマニュア
ルを毎年点検、見直しすることで、教員の異動にも対応できるため、必ず
点検、見直しが行われるよう周知していきます。
○今後も児童生徒の大切な生命を守るために、各市町村と連携しながら、 
学校における防災体制等を一層強化していくよう進めていきます。

5.地域社会全体での子育て推進について
　地域と学校が力を合わせ、社会全体で子どもを育てることができる
よう、連携・協働への支援をお願いします。
　コミュニティ・スクールの推進、地域コーディネーターの配置など、学
校の負担を軽減し地域の力が活かせるよう検討をお願いします。
　円滑な連携のために、地域事情を理解している先生の配属などを考慮し
ていただきたいです。
　児童生徒が地域の担い手として育つよう、ふるさと教育の充実と、地域
活動に参画する機会を学校と地域で作り出す取り組みを希望します。

○コミュニティ・スクール(学校運営協議会制度)の推進にあたっては、本
年（H29）3月の地教行法の改正により、学校運営協議会の設置が努力
義務化されたことを踏まえ、各市町村教育委員会において、導入や充実
に向けた取組を行う際、県としても様々な支援や環境整備を進めてい
きます。また、地域コーディネーターについても、市町村と連携しながら
配置を進めていきます。 
○連携のための教員配置も含めて、校長の意見や市町村(学校組合)教育
委員会の内申を尊重して、全県的な視野から人事異動を行います。
○地域と連携した各学校の取組を支援するとともに、地域への愛着を持
ち、将来の地域の中核を担う意欲を持った人材を育成していきます。

平成30年も、鳥取県・鳥取県教育委員会への要望書を提出します。要望の内容は、次号（第81号　平成31年２月発行予定）でお伝えします。

７月22日倉吉体育文化会館

平成30年度鳥取県教育予算等に関する要望書と回答平成30年度鳥取県教育予算等に関する要望書と回答平成30年度鳥取県教育予算等に関する要望書と回答

テーマ①
メディアについて考える

テーマ②
部活動について

テーマ③
英語教育について

テーマ①
メディアについて考える

テーマ②
部活動について

テーマ③
英語教育について
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全 体 会
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「とっとり子どもサミット　～電子メディアと
のより良い付き合い方編～」を開催しました。
とっとり子どもサミットについては、次号で詳
しくお伝えします。

参加者の感想
・広報紙作成の参考になったので、取り入れたいです。
・広報紙のレイアウトの上手なやり方、真似をしてみたいです。
・参加者同士でうちとけた雰囲気で研修に取り組むことができました。
・「いじめ」に関する考え方、対処の仕方を理解する良いきっかけとなった。
・ＰＴＡとしての意義が理解できるテーマでよかった。
・役員同士の悩みが聞けてよかった。

にふぇーでーびる！渡嘉敷
　倉吉市立鴨川中学校　　衣笠　瑛一
　私は、沖縄県での研修事業に参加し、素
晴らしい自然と共に悠久の歴史を歩んで
きた渡嘉敷島について、深く考えるきっか
けとなりました。また、全国の中学生との5
日間のプログラムを通して、人とのつなが

りを感じることができました。
　研修では、始めに、平和学習をしました。実際に沖縄戦を体験された方の講
話や、集団自決跡での慰霊祭にも参加しました。講話では、子供の時からの辛
く苦しい出来事をはっきりと記憶されており、その様子から、戦争の根深さや
重大さを感じることができました。
　海洋研修や村内散策では、豊かな自然や島の皆さんの心の温かさを直接感
じることができました。特に、渡嘉志久・阿波連ビーチは見たことがないくらい
綺麗なものでした。
　ワークショップでは、島の方々との交流を通して、多様な文化・伝統について
の理解を深めることができました。私は、慶良間太鼓の体験を通して、仲間と
息を合わせる事の大変さや、綺麗に響く太鼓の音、やり切った後の爽快感がと
ても印象に残りました。最後の交流会でみんなとカチャーシーを踊ったことが、
忘れられないくらい楽しかったです。
　この５日間の研修事業を通して、渡嘉敷島の魅力を感じ、また、普段の暮し
と離れてみたことで、自分の故郷の良さを見つけることができました。さらに、
たくさんの人との交流や体験活動により、自分の視野を広げることができまし
た。大自然と歴史の繋がりの中に自分自身がいることを感じることができまし
た。この経験を無駄にせず、周りの人に伝えていく取り組を行っていきたいと思
います。
　最後に、この貴重な体験をさせて
下さった渡嘉敷島や関係者の皆さ
ん、そして1１２名の素敵な仲間に感
謝の言葉を贈ります。　にふぇーでー
びる！(ありがとうございました)

日本ＰＴＡ国内研修に参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琴浦町立東伯中学校　　　鍛川　未依
　私が、このＰＴＡ研修を通して感じたことは２つあります。
　１つ目は、リーダーさんたちの優しさです。たった５日間だけの関係、もしかしたらもう一生
会うことがないかもしれない私たち。そんな私たちにリーダーさんはとても優しく接してくだ
さり、最後の最後、空港まで見送りをしてくれました。このリーダーさんたちを見て、こんな大学
生、こんな大人にいつかなりたいと思いました。
　そして２つ目は、渡嘉敷村の人たちの親切さです。３日目の村の散策の時やワークショップ
などで見えてくる村の人たちの日常から、いつも村の人は家族や近所の子ども関係なくとても
優しく接していました。
　また、ワークショップでは、名前も知らない会ったことも関わったこともないような子どもた
ちに、私は魚（マグロ）のさばき体験でしたが、とても優しく教わりました。また、村の昔の歴史
をただ黙って一生を過ごすのでなく、地元の子どもに伝え、そして２度と繰り返さないようにど
うすればいいのか考えさせる人たちもいて、やはりこのような人も大切にしなければならない
と思いました。
　このような体験や感じたことを学校
生活や日常生活に活かしていきたいと
思うことが毎回たくさんありました。
　そして、今回出会うことのできた仲間
たちとのつながり、そして絆を大切にし
ていきたいと思いました。

　新たにPTA役員になった方を対象に、毎年６～７月に研修会を行っています。家庭、学校、地域
をつなぐ役割を担うＰＴＡ役員のみなさんが集まり、様々な課題を共有しながらＰＴＡ活動のコ
ツについて学びます。今年度も、東・中・西の各地区でたくさんの方に参加していただき、充実した
研修会となりました。参加いただいた役員の皆さん、ありがとうございました。

「年間行事や企画の広報紙での取り上げ方」
　講師　新日本海新聞社
　　　　　　　　　　　田中　仁成 氏
　発表　鳥取市立城北小学校ＰＴＡ
　　　　鳥取市立桜ヶ丘中学校ＰＴＡ

「仲間づくり
　　～いじめ、あなたはどう考えますか？～」
　ファシリテータ　鳥取市人権教育推進員
　　　　　　　　　　　川口　幸一 氏

「本音が言える環境づくり　
　　　　あなたは何キャラ？
　　　　　～いじりといじめを考える～」
　講師　倉吉市人権教育推進員
　　　　　　　　　　　　前田　雄大 氏

「そだねー　
　～ピンチをチャンスに！
　　　　皆が納得いくＰＴＡ活動に向けて～」
　ファシリテータ　前鳥取県ＰＴＡ協議会事務局長
　　　　　　　　　　　　浅雄　淳子 氏
　アドバイザー　　元鳥取県ＰＴＡ協議会中部役員
　　　　　　　　　　　　倉本　政寛 氏
　　　　　　　　  前鳥取県ＰＴＡ協議会中部役員
　　　　　　　　　　　　衣笠　優子 氏

「かけがえのないあなたたちへ」
　ファシリテータ　鳥取県教育委員会　人権教育課係長

　　　　　　　　　　　　　寺谷　孝志 氏

「広報紙作成について」
　講師　新日本海新聞社　　　　　小谷　和之 氏

各会場とも、鳥取県教育委員会から施策概要説明も行われました。各会場とも、鳥取県教育委員会から施策概要説明も行われました。

日本PTA国内研修事業日本PTA国内研修事業 ＠沖縄県渡嘉敷村＠沖縄県渡嘉敷村

６月９日 ６月23日 7月1日６月９日
国府町コミュニティセンター

６月23日 7月1日
倉吉体育文化会館 米子市福祉保険総合センターふれあいの里

東部
地区

中部
地区

西部
地区参加者13

2名 参加者1
08名

参加者94
名

分科会②

分科会①

分科会②

分科会①

分科会②

分科会①

平成29年度

分科会③として

　日本ＰＴＡ全国協議会が主催の、全国の中学２年
生を対象とした国内研修事業が、平成30年３月27
～31日に沖縄県渡嘉敷村で開催されました。集団
体験活動を通して、コミュニケーション能力や他者
への理解を高め、社会環境や自然環境への視野を
広めることを目的としています。
　鳥取県ＰＴＡ協議会からは、応募者の中から男女
各１名の生徒が参加しました。

かがわ　　　 み　い

きぬがさ えいいち

「教育支援センター」で、不登校やひきこもりが心配される子どもたちの学校復帰や社会的自立を支援します「教育支援センター」で、不登校やひきこもりが心配される子どもたちの学校復帰や社会的自立を支援します「教育支援センター」で、不登校やひきこもりが心配される子どもたちの学校復帰や社会的自立を支援します
鳥取県教育支援センター

「ハートフルスペース」
教育支援センターとは？

・仲間とのコミュニケーション

・さまざまな体験活動

・自分らしさを発見

・将来の夢に向けて

・自分のしたいことに向けての学習や活動

訪問相談

安心して過ごせる
居場所

カウンセリング進路支援

【問い合わせ先】
鳥取県教育委員会事務局いじめ・不登校総合対策センター
教育相談担当電話：0857(28)2322 FAX：0857(31)3958

不登校状態にある児童生徒が安心し
て過ごすことができる環境や関係性
の中で、様々な体験活動等をとおし
て、学校復帰や社会的自立に向けた
支援を行っています。

◇県内には市町教育委員会設置の
10カ所の「教育支援センター」が
あり、不登校の状態にある小学生
や中学生を対象に支援を行って
います。

◇中学校卒業後は、県内３カ所の
「ハートフルスペース」で支援を
受けることができます。

ョン
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設
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鳥取　ハートフルスペース継続した支援
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　６月3日倉吉体育文化会館にて、平成30年度総会を行いました。山本仁志教育長をはじめ鳥取県教育委員
会、鳥取県小学校校長会、鳥取県中学校校長会よりご来賓のご臨席を賜り、鳥取県内の各市郡ＰＴＡ連合会
の代表のみなさんに出席いただきました。
　平成29年度の事業・決算報告、平成30年度の事業計画と予算の承認、新役員の選出が行われ、新年度の活
動がスタートしました。

平成30年度　鳥取県ＰＴＡ協議会　役員

平成30年８月24日（分科会）、25日（全体会）

平成30年度平成30年度

鳥取県PTA協議会
総　会

鳥取県PTA協議会
総　会

役　職　　　　氏　名　　
会　長　　　福壽みどり

副会長　　　山下　慎治

副会長　　　若月美和子

副会長　　　荒瀧美由紀

副会長　　　野口　高幸

副会長　　　田村　　穣

　　　　　　河上　賀一

　　　　　　田口　朋子

　　　　　　津島　　望

　　　　　　山本　博文

　　　　　　金谷　修道

　　　　　　新和　　賢

監　事　　　橋本　　恒

監　事　　　大田　雅子

監　事　　　秦　　淳志

鳥取市立福部未来学園ＰＴＡ
（鳥取市中学校ＰＴＡ連合会）
琴浦町立東伯中学校ＰＴＡ

（東伯郡中学校ＰＴＡ連合会）

所　属 役　職　　　　氏　名　　
理　事　　　上田　光徳

理　事　　　川口　知彦

理　事　　　山本　大路

理　事　　　福本希美香

理　事　　　生田　裕樹

理　事　　　秋藤　寿樹

理　事　　　寺本　康夫

理　事　　　田中　亜未

理　事　　　木嶋　　徹

理　事　　　山根　　純

理　事　　　森本由里子

理　事　　　中原　知恵

理　事　　　西村　信文

理　事　　　遠藤　太一

理　事　　　諸遊　剛史

理　事　　　佐野　精彦

　　　　　　

所　属

日南町立日南中学校ＰＴＡ
（日野郡小中学校ＰＴＡ連合会）
倉吉市立河北中学校ＰＴＡ

（倉吉市中学校ＰＴＡ連合会）
南部町立西伯小学校校長

（鳥取県小学校校長会会長）
鳥取市立東中学校校長

（鳥取県中学校校長会会長）
鳥取市立西中学校教育振興会
（鳥取市中学校ＰＴＡ連合会）

ブロック代表理事
（東部・広報委員長）

鳥取市立中ノ郷小学校ＰＴＡ
（鳥取市小学校ＰＴＡ連合会）

ブロック副代表理事
（東部・広報副委員長）

北栄町立北条小学校ＰＴＡ
（東伯郡小学校ＰＴＡ連合会）

ブロック代表理事
（中部・研修委員長）

倉吉市上灘小学校ＰＴＡ
（倉吉市小学校ＰＴＡ連合会）

ブロック副代表理事
（中部・研修副委員長）

米子市立福米東小学校ＰＴＡ
（米子市小中学校ＰＴＡ連合会）

ブロック代表理事
（西部・総務委員長）

境港市立余子小学校ＰＴＡ
（境港市小学校ＰＴＡ連合会）

ブロック副代表理事
（西部・総務副委員長）

岩美町立岩美中学校ＰＴＡ
（岩美郡小中学校ＰＴＡ連合会）
倉吉市立久米中学校ＰＴＡ

（倉吉市中学校ＰＴＡ連合会）
南部町立法勝寺中学校ＰＴＡ
（西伯郡中学校ＰＴＡ連合会）

鳥取市立美和小学校ＰＴＡ
（鳥取市小学校ＰＴＡ連合会）
岩美町立岩美西小学校ＰＴＡ

（岩美郡小中学校ＰＴＡ連合会）
八頭町立八東小学校ＰＴＡ

（八頭郡小中学校ＰＴＡ連合会）
倉吉市立上北条小学校ＰＴＡ
（倉吉市小学校ＰＴＡ連合会）
湯梨浜町立羽合小学校ＰＴＡ
（東伯郡小学校ＰＴＡ連合会）
米子市立淀江小学校ＰＴＡ

（米子市小中学校ＰＴＡ連合会）
境港市立上道小学校ＰＴＡ

（境港市小学校ＰＴＡ連合会）
大山町立中山小学校ＰＴＡ

（西伯郡小学校ＰＴＡ連合会）
鳥取市立桜ヶ丘中学校ＰＴＡ
（鳥取市中学校ＰＴＡ連合会）
若桜町立若桜学園ＰＴＡ

（八頭郡小中学校ＰＴＡ連合会）
倉吉市立西中学校ＰＴＡ

（倉吉市中学校ＰＴＡ連合会）
湯梨浜町立北溟中学校ＰＴＡ
（東伯郡中学校ＰＴＡ連合会）
米子市立弓ヶ浜中学校ＰＴＡ

（米子市小中学校ＰＴＡ連合会）
境港市立第一中学校ＰＴＡ

（境港市中学校ＰＴＡ連合会）
大山町立中山中学校ＰＴＡ

（西伯郡中学校ＰＴＡ連合会）
日野町立日野中学校ＰＴＡ

（日野郡小中学校ＰＴＡ連合会）事務局長 事務局員

平成29度鳥取県PTA広報紙コンクール平成29度鳥取県PTA広報紙コンクール
 今年度の広報紙コンクールには、鳥取県内の小中学37校、中学校18校のＰＴＡより応募がありました。特色ある広報紙
の中から、以下のＰＴＡが受賞されました。おめでとうございます。６月３日、総会に先立ち表彰式が行われました。

※印は、第40回全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクールに出品しました。

第40回
全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール　
三朝町立三朝中学校「かじか」
日本教育新聞社社長賞受賞！！

小学校の部 中学校の部
　　　　学　校　名 　  広報紙名
米子市立車尾小学校PTA  くずも ※
大山町立大山小学校PTA カラス天狗 ※
北栄町立北条小学校PTA  茶臼山プレス ※
大山町立中山小学校PTA みどりの広場 ※
鳥取市立城北小学校PTA 城北 ※
米子市立白仙小学校PTA はくせん ※
鳥取市立醇風小学校PTA 醇JUNPU風
鳥取市立若葉台小学校愛育会 カリヨンのひびき
大山町立名和小学校PTA なわ
米子市立住吉小学校PTA ひろば
倉吉市立上小鴨小学校PTA レッツ☆きらり

表彰区分
教育長賞

県PTA会長賞
新日本海新聞社賞

金　賞

銀　賞

銅　賞

努力賞

　　　　学　校　名 　  広報紙名
三朝町立三朝中学校PTA かじか ※
北栄町立北条小学校PTA ＰＴＡ会報 ※
学校法人鶏鳴学園青翔開智中学校FTA 青翔会ｎｅｗｓ
鳥取市立桜ヶ丘中学校PTA 桜ヶ丘 ※
鳥取市立西中学校教育振興会 西中だより ※
八頭町立八頭中学校PTA 輝（かがやき）
倉吉市立河北中学校PTA ＫＡＨＯＫＵ

第66回日本ＰＴＡ全国研究大会新潟大会
　「教育は未来を拓く」をスローガンに、
新潟県内10会場で分科会、長岡市で全
体会が開催されました。全国のＰＴＡの
仲間が新潟に集い、子どもたちの未来に
ついて語り合いました。鳥取県ＰＴＡ協
議会からは12名が参加しました。

第１分科会の基調講演では、全日本女子バレーの元代表監督である眞鍋政義氏より、リーダーシップやチー
ムを一つにまとめる極意をお話いただきました。中でも「非常識を常識にする。常識の延長線上には、常識の
答えしかない。」という言葉が印象に残りました。最初は非常識だといわれても、認められればそれが常識に
なる。このことは日常生活やPTA活動にも当てはまるのではないでしょうか。また、市振小学校の実践発表
では、地域が廃れないために保護者と地域が一丸となって進んでいく実例について聞くことができました。
最後のパネルディスカッションでは経験者の実際に沿ったお話を聞くことができ、大変参考になりました。
PTA活動について「今まで通りに続けることは義務感だけれど、新しいことを始めるのは楽しい」という意見
がありました。柔軟に変化しながら続いていくPTAであれたらと感じました。

平成３０年度の広報紙コンクールは２月に募集予定です。たくさんの応募をお待ちしております。

表彰区分
教育長賞

県PTA会長賞
新日本海新聞社賞

金　賞
銀　賞
銅　賞
努力賞

おめでとうございます！

山本　　桂長尾　志保

中山小学校　田中  亜未


